
（4）『二ッ建絵詞』と『天神の本地』 

 上記をまとめると『二ッ建絵詞』は、基本 

的な天神縁起テキストとは場面構成などに多 

くの点で違いがある。以上のことを加味する 

と『二ッ建絵詞』は、天神縁起のテキストを 

より通俗化した面があり、場面構成等の特徴 

を踏まえると室町時代から江戸時代にかけて 

制作された『天神の本地』というお伽草子を 

基に制作されたと推測する。 

このお伽草子『天神の本地』は、天神縁起 

が基になっているが、それぞれの場面で独自

の天神説話が組み込まれ、新たな縁起として

天神信仰の伝播に繋がったテキストである。

お伽草子『天神の本地』と『二ッ建絵詞』の

場面における共通点は、①道真の筑紫への配

流が決まる、尊意に別れを告げる、②筑紫に

つき琴を弾き、月を眺める、紅梅のことを想

い和歌を詠むと都に植えた紅梅が配所へ飛ん

で来る奇跡が起こる等が挙げられる。 

また『天神の本地』においては、主な天神

縁起とは違って菅公を妬んでいた時平が内裏 

の火犯が菅公であることを讒言して、菅公が

捕えられる場面がある。 

 

 

二ッ建絵詞が『天神の本地』を転写したも

のであるとするならば、詞書のない最初の場

面である建物が焼かれ、菅公が捕えられてい

る姿は、まさにこの場面であることがわかり

『天神の天地』を基に『二ッ建絵詞』が制作

されたことを裏付けることができる。 

 今回、『二ッ建絵詞』の所在が『天神の本

地』であったことがわかり、絵詞の天神縁起

における美術史における位置関係を知ること

ができた。 

 今後は、絵詞の展示をより良くするため、

佐土原の歴史と関係付けた研究をし、展示企

画に更なる情報の付加ができるようにしてい

きたいと考える。 
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3)図11 平島裕正 1980 

 

 

 

 

図 12 「道真公捕囚」（二ッ建）
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研究成果の�要�公益財団法人宮崎文化振興協会で作成した「学校利用ガイドブック」をさら

に有効活用するために、学習指導要領と宮崎科学技術館の展示物との関連を示す体系表、宮崎科

学技術館における授業利用プログラム、展示物解説ワークシートを作成した。宮崎科学技術館に

おける展示物の活用の在り方について、一定の成果を得ることができた。さらに学校等が利用で

きるような環境を整備し、博学連携を推進していく必要がある。 

 

１�研究の�� 

公益財団法人宮崎文化振興協会が所管する

教育施設には、宮崎科学技術館、大淀川学習

館、みやざき歴史文化館、宮崎市佐土原歴史

資料館、宮崎市天ケ城歴史民俗資料館があり、

いずれも来館者が楽しく学習できる教育施設

である。各館では、多くの展示物（資料等を

含む）を常設展示している。その中には、あ

まり注目されなかったり、入館者が理解しに

くかったりする展示物もある。魅力的な展示

のためには、予算立てをして、新たな展示物

を導入することも必要であるが、既存の展示

物を生かしていく努力もしなければならない。 

 

２�研究目的 

本研究では、既存の展示物を生かしていく

ために、学校等が授業の一貫として、展示物

を利用できるだけではなく、一般の入館者に

も理解できるような展示物の有効利用につい

て、環境整備を行う。具体的には、昨年度作

成された「授業に使える展示物～学校利用ガ

イドブック～」を活用し、学習指導要領と宮

崎科学技術館の展示物との関連を示す体系表、

宮崎科学技術館における授業利用プログラム、

展示物解説ワークシートを作成する。 

 

��研究の方法 

(1)宮崎市理科教員に対するアンケート調査 

(2) 学習指導要領と宮崎科学技術館の展示物

との関連を示す体系表の作成 

(3) 宮崎科学技術館における授業利用プログ

ラムの作成 

(4) 展示物解説ワークシートの作成 

(5) 館内における掲示の工夫 

 
４�研究成果 
(1) 宮崎市理科教員に対するアンケート調査 

宮崎市内の理科教員が、宮崎科学技術館と

の連携について、どのような考えをもってい

るかを知るため、中学校に勤務する２４名に

対し、アンケート調査を行った（６月１４日

実施）。内容と結果は以下の通りである。 

 
① 過去の教育実践において、宮崎科学技術

館と連携したことがありますか？ 
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グラフ１ ①の結果 

② 理科の学習を進める上で、宮崎科学技術

館と連携することは必要だと考えますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
グラフ２ ②の結果 

 

③ 「授業に使える展示物」～学校利用ガイ

ドブック～ の存在を知っていましたか？ 

 
 

 

 

 

 

 

      グラフ３ ③の結果 

 
④ 「授業に使える展示物」～学校利用ガイ

ドブック～についてどう思いますか？ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

        

 

      グラフ４ ④の結果 

 
⑤ 学校の理科教育において、宮崎科学技術

館と連携したい内容は何ですか？（複数可） 

Ａ 科学技術館によるアウトリーチ活動

（科学技術館職員による出前講座等）   

１０人 

 Ｂ 科学技術館の展示物体験等を通した学

習活動 １０人 

Ｃ プラネタリウムにおける学習活動 

 ２１人 

Ｄ 科学技術館職員（指導主事を含む）と

連携した授業づくり ２人 

 
⑥ 今後、宮崎科学技術館と連携していくた

めに何が必要と考えていますか。 

 Ａ 交通手段にかかる費用の援助 ６人 

 Ｂ 情報の発信 １人 

 Ｃ 研修の機会 １人 

 Ｄ 授業時数の確保 １人 

 Ｅ 理科教員へ科学技術館の活用方法の周

知徹底 １人 

 
 このアンケート結果から、アンケートに回

答した中学校理科教員のほとんどが、理科の
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授業を進める上で、宮崎科学技術館と連携を

していくことが重要であると考えていること。

『学校利用ガイドブック』の存在を知らない

教員がほとんどであること。今後ガイドブッ

クを積極的に活用していきたいと考えている

こと等が分かった。 

また一方で、今後宮崎科学技術館と連携し

ていくためには、交通手段等にかかる金銭面

の問題等も存在することが分かった。 

今後、宮崎科学技術館と市内の小中学校が、

博学連携を進めていく上で、大変参考となる

調査であった。 

 
(2) 学習指導要領と宮崎科学技術館の展示物

との�連を示す体系表の作成 

宮崎科学技術館には約１００点に及ぶ展示

物がある。しかしながら、それらの展示物が、

学習指導要領において、どのような位置づけ

になっているのかを示す表は存在しない。そ

こで、『学校利用ガイドブック』に掲載されて

いる展示物だけではなく、すべての展示物に

ついて、小学３年生～中学３年までの義務教

育において、学習指導要領において学ぶべき

学年、領域（エネルギー、物質、生命、地球）

が分かる体系表を作成した。 

学年   領域  内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表１ 体系表の一部 

具体的に学校の授業の一貫として、宮崎科

学技術館を利用する場合、この体系表を利用

することで、どのような学年で、どの展示物

を学習すれば、学習指導要領に示されている

どのような力を身に付けさせることができる

のかを一目で理解することができる。 

また、特に体験的な理解が不十分な単元に

ついても絞り込むことができる。 

 

(3) 宮崎科学技術館における授業利用プログ

ラムの作成 

 実際に、学校の授業の一貫として、宮崎科

学技術館を利用する際の指針として、『学校利

用ガイドブック』に掲載されている展示物に

絞って、学習プログラムを作成した。 

学習プログラムには、どの程度の活動時間

が必要であるのか？学習する人数は何人程度

か？科学技術館の職員の支援体制はどのよう

になっているのか？を分かりやすく表示し、

授業イメージがわくような工夫を行った。 

 
活動時間   活動人数   支援体制 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 授業利用プログラムの一部 
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表２ 授業利用プログラムの一部 
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(4) 展示物解�ワークシートの作成 

『学校利用ガイドブック』に掲載されてい

る展示物について学習するためのワークシー

トを作成した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ ワークシートの一部 

ワークシートを作成する際、学校利用者だ

けではなく、子どもから大人まで、一般利用

者にも分かりやすい学習内容とした。 

また、このワークシートには、教科書で学

習する内容や公式等が示されており、ワーク

シートを解くことで、教科の知識、理解を深

めながら、展示物の原理が分かるような工夫

を行った。 

 
(5)館内における掲示の工夫 

 宮崎科学技術館における『授業に使えるガ

イドブック』の有効活用を図るために、館内

掲示の工夫を行った。 

展示物に近接した場所に、『展示物等の活用

に関する取り組みポスター』『授業に使えるガ

イドブック』『ワークシート』を掲示し、ワー

クシートコーナーも設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表４ 館内掲示ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 館内における掲示 

 
すべてのワークシートをじっくりと解きた

いという要望に応え、「ワークシートコーナー」

を設置した。「ワークシートコーナー」には、

専用画板を準備し、気軽に館内を歩きながら、

ワークシートを解くことができるような工夫

も行った。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ ワークシートコーナー 

 

このような工夫の結果、館内において、実

際にワークシートを解く児童生徒の姿も見ら

れるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（�）��と�年度への課題に�けて 

学習指導要領と宮崎科学技術館の展示物と

の関連を示す体系表、宮崎科学技術館におけ

る授業利用プログラム、展示物解説ワークシ

ートを作成することで、「学校利用ガイドブッ

ク」をさらに有効活用することができる環境

整備が整った。しかし、宮崎市理科教員に対

するアンケート調査結果では、「連携したいが、

学校から、当館への児童生徒の移動費用等の

捻出ができないため、連携が難しい」等の物

理的な要因に関する回答も多数見受けられた。

このような費用面の課題等も踏まえ、来年度

以降、各学校が授業の一貫として利用できる

ような環境整備の方策についても、さらに研

究を深めていく必要がある。 

 

����図書、�文等 

〔図書〕（計5件） 

①小学校学習指導要領、文部科学省、

2007. 
②中学校学習指導要領、文部科学省、

2007. 
③小学校学習指導要領解説 理科編、文

部科学省、2007. 
④小学校学習指導要領解説 理科編、文

部科学省、2007. 
⑤授業で使える博物館活用ガイド、国立

科学博物館 編著、2011. 
 
 
 
 
 

 
写真３ ワークシートを解く児童 
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トを作成した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ ワークシートの一部 

ワークシートを作成する際、学校利用者だ

けではなく、子どもから大人まで、一般利用

者にも分かりやすい学習内容とした。 

また、このワークシートには、教科書で学

習する内容や公式等が示されており、ワーク

シートを解くことで、教科の知識、理解を深

めながら、展示物の原理が分かるような工夫

を行った。 

 
(5)館内における掲示の工夫 

 宮崎科学技術館における『授業に使えるガ

イドブック』の有効活用を図るために、館内

掲示の工夫を行った。 

展示物に近接した場所に、『展示物等の活用

に関する取り組みポスター』『授業に使えるガ

イドブック』『ワークシート』を掲示し、ワー

クシートコーナーも設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表４ 館内掲示ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 館内における掲示 

 
すべてのワークシートをじっくりと解きた

いという要望に応え、「ワークシートコーナー」

を設置した。「ワークシートコーナー」には、

専用画板を準備し、気軽に館内を歩きながら、

ワークシートを解くことができるような工夫

も行った。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ ワークシートコーナー 

 

このような工夫の結果、館内において、実

際にワークシートを解く児童生徒の姿も見ら

れるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（�）��と�年度への課題に�けて 

学習指導要領と宮崎科学技術館の展示物と

の関連を示す体系表、宮崎科学技術館におけ

る授業利用プログラム、展示物解説ワークシ

ートを作成することで、「学校利用ガイドブッ

ク」をさらに有効活用することができる環境

整備が整った。しかし、宮崎市理科教員に対

するアンケート調査結果では、「連携したいが、

学校から、当館への児童生徒の移動費用等の

捻出ができないため、連携が難しい」等の物

理的な要因に関する回答も多数見受けられた。

このような費用面の課題等も踏まえ、来年度

以降、各学校が授業の一貫として利用できる

ような環境整備の方策についても、さらに研

究を深めていく必要がある。 
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